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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR282 : AT90USBに対するUSBﾌｧｰﾑｳｪｱ更新

1. 序説
この資料の狙いはﾁｯﾌﾟ上のﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞとFLIPｿﾌﾄｳｪｱを用いてAT90USB製品のﾌｧｰﾑｳｪｱ格上
げ更新を実行する方法を記述することです。

2. 説明
AT90USB製品はﾁｯﾌﾟ上のﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞと共に供給されます。このﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞは使用者にUSBｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽを通したﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを許します。

ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新を実行するために、Atmelは"FLIP"と呼ばれる応用を開発しました。この
ｿﾌﾄｳｪｱはどんな専用ﾊｰﾄﾞｳｪｱの必要もなしに、それらの最終環境に於いてAtmelのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと構成設定をする柔軟な応用です。

FLIPの最終版は以下の能力を提供します。

・ RS232、USBまたはCANｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通した実装書き込み(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)実行

・ DOS窓、組み込みｿﾌﾄｳｪｱIDE(AVR Studio)から、またはあなた自身の応用からさえも開始、
またはそれの直感的な絵的使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して使用が可能

・ 緩衝部編集能力 : 塗りつぶし、検索、複写、ﾘｾｯﾄ、変更、ｱﾄﾞﾚｽ実行

・ 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾒﾓﾘ制御 : 消去、空き検査、書き込み、照合、読み込み、安全ﾚﾍﾞﾙと特殊
ﾊﾞｲﾄの読み込みと設定

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽ通番能力(batchispからのみ)

・ ｿﾌﾄｳｪｱによって設定可能なISPﾊｰﾄﾞｳｪｱ条件

要点
■ Windows98SE®とそれ以降の全てのMicrosoft® OSでのAtmel FLIPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによる支援
■ FLIP 3.2.1またはそれ以上はLinuxを支援
■ 既定ﾁｯﾌﾟ上USBﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ
■ 外部ﾊｰﾄﾞｳｪｱを全く必要としない、USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通した実装書き込み
■ 最大32Kﾊﾞｲﾄ/秒

USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

3. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ必要条件
 1. AVR USB評価基板(ATSTK525/STK526, AT90USBKeyまたはAT90USB系列用の何れか

のｷｯﾄ)

 2. AT90USBﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

 3. USBｹｰﾌﾞﾙ(標準A-ﾐﾆB)

 4. USB支援を持つWindows(98SE,ME,2000,XP)で走行するPC

4. ｿﾌﾄｳｪｱ必要条件
この応用に対して必要とされるｿﾌﾄｳｪｱは以下を含みます。

・ FLIPｿﾌﾄｳｪｱ(装置ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新(DFU:Device Firmware Upgrade)ﾂｰﾙ)3.2.0版また
はそれ以上
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5. ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ手順

図5-1. ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ手順
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上図で示されるように、AT90USB製品は(標準AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに比べて)新しいﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを持ちます。このﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄはHWBEで、これ
は既定で許可されています。この新しいﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄに加えて、AT90USB製品は新しいﾋﾟﾝ、HWBを持ちます。このﾋﾟﾝはﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを
開始するためにRESET下でLow活性にされるべきです。

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ機能の実行を使用者に許すために、全てのAT90USBｷｯﾄは2つの釦、RESETを活性にするためのRSTとHWBﾋﾟﾝを活性に
するためのHWBを持ちます。

6. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新
"Flip"ｿﾌﾄｳｪｱは(USB CD-ROMまたはATEMLのｳｪﾌﾞｻｲﾄで自由に利用可能な)ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新に使われるﾂｰﾙです。

ﾃﾞﾊﾞｲｽがDFU形態(ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ)で開始してﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘやEEPROMのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを許すために、以下の手順が完了されるべきです。

 1. Flipｿﾌﾄｳｪｱ(3.0版またはそれ以上が必要とされます)をｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. USBｹｰﾌﾞﾙ(標準A-ﾐﾆB)を用いてAT90USB基板(STK525,AT90USBKeyなど)をPCに接続してください。

 3. HWB(ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ)釦を押してください。

 4. RST(ﾘｾｯﾄ)釦を押してください。

 5. RST釦を開放してください。

 6. HWB釦を開放してください。

 7. 上で説明されたﾊｰﾄﾞｳｪｱ条件が正し
ければ、新しい装置の検出ｳｨｻﾞｰﾄﾞが
表示されるでしょう。指示に従ってくだ
さい(INFﾌｧｲﾙはFlipｲﾝｽﾄｰﾙでの
USB副ﾌｫﾙﾀﾞ(ｲﾝｽﾄｰﾙ ﾊﾟｽ\ATMEL\ 
FLIP\FLIPx.x.x\usb)に配置されてい
ます)。適合する装置が既にｲﾝｽﾄｰﾙ
されている場合、新しい装置の検出
ｳｨｻﾞｰﾄﾞが表れないかもしれず、その
場合は手順8.へ飛べます。

図6-1. 新しい装置の検出ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
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図6-2. ﾄﾞﾗｲﾊﾞ位置図6-2. ﾄﾞﾗｲﾊﾞ位置

図6-3. ﾄﾞﾗｲﾊﾞ選択
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 8. 図6-4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬを調べ、下図で示されるのと同じｱｲｺﾝ(Atmel DFUｱｲｺﾝ)を見つけるでしょう。なければ手順2.を繰り返し
てください。

図6-4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬ

一旦ﾃﾞﾊﾞｲｽがDFU形態になったなら、Flipｿﾌﾄｳｪｱを開始して下の図6-5.で説明される指示に従ってください。

 1. AT9USBﾃﾞﾊﾞｲｽを選んでください。

図6-5. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択

1. この釦を
押してください。

2. ﾃﾞﾊﾞｲｽを
選択してください。
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 2. 通信形態としてUSBを選択してください。

図6-6. USB通信形態選択

 3. 通信を開始してください。

図6-7. USB通信開始
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 4. 設定するHEXﾌｧｲﾙを選んでください。

図6-8. 設定するHEXﾌｧｲﾙ

 5. HEXﾌｧｲﾙを設定して(書いて)ください(Erase,Blank Check,Program,Verifyをﾁｪｯｸし、そしてRun釦を押してください。

図6-9. HEXﾌｧｲﾙ設定(書き込み)
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 6. 応用を開始してください。

図6-10. 応用開始

この釦を
押してください。

注: "Start Application"釦押下時に、AT90USBﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを離れて使用者応用へ飛びます。

7. よくある質問

 1. JTAGICEmkⅡやAVRISPを用いてﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞした後、何時もﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを開始することができません。

・ JTAGICEmkⅡやAVRISP使用時、最初に実行される命令は完全なﾁｯﾌﾟ消去です。この命令はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ全体を消去してﾌﾞｰﾄ
ﾛｰﾀﾞを削除します。ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのにFlipｿﾌﾄｳｪｱを使えるようにするため、JTAGICEmkⅡまたはAVRISPを使って
ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞHEXﾌｧｲﾙを再び格納し(書き込ま)なければなりません。

 2. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ上にFlipの2.4.x/3.0.x版があります。Flip 3.1.yをｲﾝｽﾄｰﾙしてﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを開始する時に、図6-4.で示されるようにﾃﾞﾊﾞｲｽ 
ﾏﾈｰｼﾞｬでAtmel DFUｱｲｺﾝを見ることができず、未だJungoｱｲｺﾝのままです。

・ Flip 2.4.xとFlip 3.1.yは同じUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞを使いません。ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞに対して使われるﾄﾞﾗｲﾊﾞを以下のように更新しなければなりま
せん。

- ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬを開いてください。

- AT90USB Jungoｱｲｺﾝ上を右ｸﾘｯｸしてください。

- ﾄﾞﾗｲﾊﾞ更新を選択してください。

- 6章(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新)で記述されるように続けてください。

 3. Flipを使ってﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを変更できますか?

・ いいえ、Flipはﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを変更できません。ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄを変更するには、JTAGICEmkⅡ、AVRISPmkⅡまたは並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
のどれかを使うことができます。

 4. Resetﾁｪｯｸ枠のﾁｪｯｸ有無での応用開始の違いは何ですか?

・ Resetﾁｪｯｸ枠OFFで応用を開始した場合、ﾃﾞﾊﾞｲｽはｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾘｾｯﾄ後に開始し、このｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞは活性に留まります。あなたの
応用でｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞを禁止する必要があります。ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾘｾｯﾄは使用者応用を開始する前にﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞによって使われる資源から
の影響が全くないことを保証します。

8. 関連資料
・ USB DFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(doc7618)

・ Ｆlipのﾍﾙﾌﾟ内容
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本応用記述はAtmelのAVR282応用記述(doc7769.pdf Rev.7769A-01/08)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する
形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部
加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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